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津軽の里山をつくる会 

 

 
 

 

 

 

 

 



１ 事業目的    

中泊町中里は、里山に囲まれた自然豊かな地域であり、古くから材木を利用した炭焼 

きが行われてきた。炭焼きは、里山を維持するうえで重要な役割を担っているが、地元 

の子ども達にはあまり知られていない。地域の産業である「炭焼き」を広めるために

は、日々の食事や暮らしの中で『炭』に気軽に触れる機会を増やす必要がある。 

また、炭焼きを含め、今後中泊町の農林水産業を維持・発展させていくためには、将 

来を担う子ども達に、まず地元で行われている農林業に興味を持ってもらうことが必要 

である。 

  そこで、中泊町内の小学生を対象に、「炭焼き体験会」を実施し、炭焼きの認知度向上

と地域への農林水産業の理解促進を図る。 

 

２ 事業概要 

（１）地域が抱える「食」の現状や課題を把握するための調査・分析 

   対象：中泊町内の小学校児童 

   方法：アンケート（７～８月） 

   内容：地域の農林水産業の理解度、炭焼きに関する調査 

   

（２）炭焼き体験会の開催 

   開催日：平成３０年７月２４日（火） 

   場 所：合同会社ツリーワーク炭焼き小屋（中泊町） 

   参加者：中泊町内の小学校児童６０名 

   内 容：①炭だし体験・りんごの花炭の炭だし 

    ②バーベキューに使う野菜を切る体験 

③炭を使ったバーベキュー体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 実施結果 

（１）地域が抱える「食」の現状や課題を把握するための調査・分析 

＜調査概要＞ 

  方  法：アンケート調査 

  対  象：中泊町内の小学校児童４１名（男子２７名、女子１４名）          

（※１学年９名、２学年７名、３学年１３名、４学年８名、 

５学年３名、６学年１名） 

  実施期間：平成３０年７月（炭焼き体験会実施前） 

 

＜調査結果＞ 

中泊町の農林水産業について                            

①中泊町でつくられている農林水産物を知っているか。 

 

  ※何らかの回答があったものを「知っている」、わからない・空欄のものを「知らない」とした。 

 

 ７割以上の児童が中泊町でつくられている農林水産物を「知っている」と答えた。 

 知っている農林水産物としては、米、トマト、メバル、ブルーベリーが多く挙げられて

おり、いずれも中泊町の特産品であることから、地域の農林水産業への興味・関心は高い

ことが伺える。 

 

 ②いままでに農林水産業の体験をしたことがあるか。あると答えた人は、どこで、ど 

んな体験をしたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っている

76%

知らない

24%

～知っている農林水産物（複数回答）～ 

１位 米          ･･･２１人 

２位 トマト         ･･･１６人 

３位 メバル         ･･･１５人 

４位 ブルーベリー   ･･･１３人 

５位 しじみ          ･･･１０人 

その他 はとむぎ、イカ など 

ある

66%

ない

34% 学校

32%

自宅

29%

祖父母の家

22%

それ以外

17%

どこで体験をしましたか？



どんな体験をしたか？ 

・野菜の種まき、定植 

（大豆、宇宙毛豆、人参、ミニトマト、じゃがいも、さつまいもなど） 

・野菜の収穫 

（トマト、ナス、アスパラ、ミニトマト、人参、じゃがいも、さつまいも、スイカなど） 

・果物の収穫（いちご、ブルーベリー） 

・田植え、稲刈り体験 など 

 

「林業」の認知度について                              

 ①林業が行われているところを見たことがあるか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②いままでに、森の役割や機能について教えてもらったことはあるか？ 

 ある人は、誰に、どこで教わったか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６割以上の児童が何らかの農林水産業の体験をしたことがあると答えた。 

 実施場所は、学校、自宅、祖父母の家の順に多かった。 

 「農業」の体験が多く、「林業」や「水産業」の体験したことがある児童はいなかった。 

約８割の児童は、林業が行われているのを見た

ことがないと答えた。 

約８割の児童が、森の役割や機能について教えて

もらったことがないと答えた。森林の役割を学ぶ

機会が少ないことがわかる。 

教えてもらったことがある人は、自宅や学校で、

親や先生に教わったと答えている。 

ある

15%

ない

85%

ある

15%

ない

85%

だれに教わりましたか？ 

親（43％）、先生（43％）、兄弟（14％） 

どこで教わりましたか？ 

家（57％）、学校（29％）、森林博物館（14％） 



③炭づくりについて知っていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④炭が何に使われているか知っているか 

 

 

 

 

 

⑤中泊町で炭づくりが行われていることを知っているか。 

 

知っている

49%
知らない

49%

無回答

2%

知っている

12％

知らない

85％

無回答

2％

９割の児童が、炭づくりを知らないと答えた。 

 半数の児童が、炭がどのように使われているか「知っている」と答えた。 

炭のつくりかたを知らなくても、使い方を知っている子どもはいる。 

 約８割の児童が、中泊町で炭づくりが行わ

れていることを知らなかった。 

どんなものに使われている？ 

・バーベキュー、食材を焼くため（焼肉） 

・ごはんを炊くために使う 

・匂い消しに使う 

・かまどに使う 

・豆炭こたつに使う 

 

知って

いる

5%

知らない

95%



⑥炭づくり体験があれば、参加したいか。 

 

 

～まとめ～ 

 アンケート結果から、７割以上の児童が中泊町でつくられている農林水産物を「知って

いる」と答えており、地域の農林水産業への興味・関心は意外にも高いことが伺えた。 

 ただ、「林業」については、ほとんどの児童が見たことがないと答えており、炭づくり

についても知らない児童が多かったことから、林業や炭を身近に感じてもらう体験が必要

であると感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加したい

93%

参加したくない

7%  約９割の児童が参加したいと答えた。 

  炭づくりへの関心が高いことが伺えた。 



（２）炭焼き体験会の開催 

①炭だし体験・りんごの花炭の炭だし 

 当会の佐々木代表から、炭のつくりかたや炭窯の構造について、子ども達に説明を行っ

た。続いて、炭窯の中を見学、りんごでつくった花炭を炭窯から取り出す体験を行った。 

 

  

   佐々木代表による炭づくりの説明            炭窯 

  

         いざ、炭窯の中へ！           炭が綺麗に並んでいます 

  

丸いのが、りんごでできた炭       炭窯からりんごの花炭を拾いました 

 

 

りんごの花炭 



※説明資料：森との関わり、炭のつくりかた・使い方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②バーベキューに使う野菜を切る体験 

 とうもろこし、たまねぎ、にんじん、ピーマン、なすなど、バーベキューに使う野菜を

子ども達に切ってもらった。包丁を使うのが初めてという子どももいたが、子ども同士で

協力しながらすべての野菜を切っていた。野菜はなるべく地元産にこだわり、地産地消に

なるようにした。 

  

     慎重に野菜をきります         班で協力して野菜をきります 

 

③炭を使ったバーベキュー体験 

炭をもっと身近に感じてもらうため、すべて炭火で調理するバーベキュー体験を行っ

た。体験では、つば釜を使ったご飯づくりや中里の野菜を使った具沢山味噌汁の提供を行

ったほか、子ども達が切った野菜を使ってバーベキューを行った。 

 

  
     つば釜を使ってご飯を炊く          ふっくらしたご飯が炊きあがりました 

 



   

   中泊の野菜を使った味噌汁の提供               食事の様子

  
        バーベキュー体験          バーベキューを行う子どもたち 

 

 

（３）事後アンケート 

＜アンケート概要＞ 

  方  法：アンケート調査 

  対  象：炭焼き体験会参加者（中泊町内の小学校児童）５１名 

（※男子３２名、女子１９名）          

（※１学年１１名、２学年８名、３学年１９名、４学年１１名、 

５学年６名、６学年１名） 

  実施期間：平成３０年７月（体験会実施後） 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜アンケート結果＞ 

①体験会はどうだったか？    ②いちばん楽しかったのは、どんな体験だったか？ 

     

 

③また体験会があったら、参加したいか  

 

  

④体験会で心にのこったこと、学んだこと 

・炭は色んなことに使えると知って驚いた 

・いつものご飯と、かまどで炊くご飯の味が違った。 

・炭で焼くと色々なものが美味しかった。 

・野菜を切るのが楽しかった。 

・炭を出すところがおもしろかった。 

・昔の人はこうやって炭を使っていたんだなと思った。 

・みんなでバーベキューをすることがなかったので、楽しかった。 

・みんなで一緒にバーベキューできたことが楽しかった。 

・炭は、木だけでつくると思っていたけど、りんごをまるごと使った炭もあるということ 

がわかった。 

 

 

とても楽しかった

83%

楽しかった

11%

ふつう

6%

炭だし体験

28%

野菜をきったこと

10%

バー

ベ

キュ

ー

62%

はい

96%

いいえ

4%



４ まとめ、今後の展開について 

  本事業を通じて、子ども達への「炭づくり」の体験は、地域の産業を伝えるよい機 

会となった。「食」を通して炭を実際に使う体験を行うことで、「炭」をより身近に感 

じてもらうことができたと思われる。 

また、アンケート調査を通して、子ども達の農林水産業への興味・関心が高いこと 

が認識できたことから、今後も会員や林業関係者、行政と連携しながら、この活動を 

継続して実施し、地域の「食」を支えていきたい。 

 

 

 

 

   

 


